
─ 119 ─

―1―

M.クレメンティ つのソナチネ Op.36 についての一考察

― 曲の第 楽 部の楽曲分析を通して―

（教育学 ）

作品の学 に に有 教材で る M.クレメンティ つのソナチネ Op.36 について， 曲

の第 楽 部の楽曲分析を の ，クレメンティに て 「 つの 的 ソナ

チネ」とい ルのとお ，楽曲の 成お ， に 的 ， 曲 とに 的に

している とを し クレメンティの教育的 ，ソナ の と， 楽曲

に の の との に る とを にし，指導に して 学 者 分析的

を て楽曲に に との 要性を

キーワード：クレメンティ，ソナチネ，ソナ ，ソナ ，

「ソナチネ・アルバム」（ ） ，

作品の学 に に有 教材で る

ている作品の中で ，ム ィ ・クレメンテ

ィ（Muzio Clementi, 1752 – 1832）に る

つのソナチネ Op.36 ，第 曲を に，第

曲，第 曲 る い

し し， の作品に つの 的 ソナチネ

とい ル てい と

てお ， 曲 一つの作品として

る い

で ， 曲の第 楽 部の分析と

に て，「 的」とい で

ているクレメンティの教育的 を るとと

に， の い 作品， にソナ

で 楽曲の学 に

ていく の指導 の について考察 る

1752 年に で クレメンティ ，

で ル の に し，12 で

を作曲 る ， 期 楽の

を し 14 で に ，1774 年

ン ンで作曲 ， 楽 者お

指 者として る 1780 年

を し， で し を し

ィ ンで 帝 （Joseph Benedikt 

August Johann Anton Michael Adam von 

Habsburg-Lothringen, 1741 - 1790）に ，

W. A. ル （ Wolfgang Amadeus Mozart, 

1756 - 1791）と し ピソ く

ている

1785 年に ン ンに ，作曲 として

として の を る ，1790 年に

実 る ピアノ

教 として ハン・バ ティ ・ク

（Johann Baptist Cramer, 1771-1858），

ン・ ィ ル （John Field, 1782-1837） ，

にピアノ 楽の に る とに る

楽 を育てるとと に，楽 の お

，ピアノ 造 の ， とし

ての に し

1802 年 ピアノの 大 作

品の の に長期に て に

し ィ ンで L. v. ン

（Ludwig van Beethoven, 1770 - 1827）との

谿 　 博 子
（教育学科非常勤講師）

その他

M. クレメンティ《 6つのソナチネ》Op.36についての一考察
─全 6曲の第 1楽章提示部の楽曲分析を通して─
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楽 の を成 ，ピアノ 曲第

帝 Op.73， ピアノソナ

Op.81a を し

1813 年に ン ンの 楽 に る

ィルハ の に ，作曲 お

指 者として の に る

， 楽 の の集大成として，

巻 100 曲 る 曲集 ・ア

・ ルナ ム を 1826 年に 成

1832 年に 80 の を クレメンティ ，

ン ンの ン に

に 「ピアノ ルテの 」と

ている

Op.36

クレメンティの作品の ， る の

と チ ンバ ピアノの の

曲で ， の作品 ， つ ソナ

とピアノ 曲お ピアノの の曲

を ている に， の 曲

指 者 チ ンバ ピアノで通 を

る と で ， 楽 を

成に い作品 曲の で る 1)

つのソナチネ Op.36 1797 年に ン

ンの ン ン &

クレメンティ 教育に の

を し， つ ソナ ル 集とい

心者お けの作品を に

してい 期の作品で る の に

「Six Progressive Sonatinas for the Piano 

Forte Composed and Fingered by Muzio 

Clementi（ピアノ ルテの の つの

的 ソナチネ ム ィ ・クレメンティに る

作曲お 指）」と ている

お， つのソナチネ Op.36 ，1797 年の

，1820 年の第 で の

に て の の

る ，楽 の性 の に て

に ている で

に いて分析お 考察を

楽

つのソナチネ Op.36 曲の第 楽

い ソナ で ている で

曲の第 楽 部の 成に し，ソナ

としての 的 の につい

ての分析を

つのソナチネ Op.36 曲の第

楽 の 要を と ので る

1 Op.36 楽

曲 い 長調で ，調号 つ

の 調性 ている ，長調で

ソナ の楽曲における に い，

部における第一 調，第

調で ている

に，第 曲と第 曲 調の に

る ，第 曲の第 と第 曲の第一

と に 長調で 通で る 第 曲と第 曲，

Op.36-1 ハ長調              Allegro 4 3 0 4 0 4 15 38

Op.36-2 長調 2/4 Allegretto 4 4 0 6 5 3 22 59

Op.36-3 ハ長調 Spiritoso 8 4 0 8 3 3 26 64

Op.36-4 長調 3/4 con Spirito 8 9 0 5 5 3 30 71

Op.36-5 長調              Presto 8 7 0 9 0 10 34 84

Op.36-6 長調              Allegro con Spirito 8 3 11 4 3 9 38 90

調性 お 号

部の 成（ ）

部
第一

保
第一

第
保

第
第一楽
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第 曲と第 曲 に 調の に る

，一 の第 と の第一 の調性

で る つ ，第 曲 で ， つの

の くと 一 の調性で

ている とに る 調性を 調の

で る とに ， 調の を

しつつ， 的に の い で新しい調

性に ていく と で るので る

い で る 第 曲，第

曲お 第 曲 ， 分の の と 分

の の る 2) に る の い

クレメンティの に る の につい

て で る

お 号 曲 に

ている spiritoso 「 に 」「

ア 」の ，con spirito 「 を

て」「 と」の で る ， で

号としての いを て い てい

る クレメンティ 1801 年に し

ピアノ ルテ Op.42 におけ

る についての 3)に ると，テン

の い に Allegretto（第 曲），Allegro（第

曲）， con Spirito（第 曲）， Allegro con 

Spirito（第 曲），Spiritoso（第 曲），Presto

（第 曲）と る

の ， 曲 「 的に」

長く ている と る 第 1 曲 38

で てお ， ソナ としての

楽 として ， と とい

て い短 で る 一 ，第 曲（84 ）

お 第 6 曲（90 ）の 第 曲の

で ， つのソナチネ Op.36

と 「ソナチネ・アルバム」に てい

る ル の ピアノソナ K.545 の第

楽 （73 ）を る で る

曲の 要 ， を て学 る

とに て，ハ長調と の 調の を

で る にとの教育的 る

， 成の楽曲 学 を ，

に の大 い楽曲に とに ，ソ

ナ の の「 的 」

期 ている と る

楽 楽

曲の第 楽 部における，第一 ，

第一 の 保， ，第 ，第 の

保， の つの要 に し， の長

と お 的 についての分析と

を

Op.36-1 楽

Op.36-1 楽

調性・ ハ長調 分の

成

（15 ）

第一 （1-4）

第一 の 保（5-7）

第 （8-11）

（12-15）

号（ ）

第 曲の 部 15 る（ ）

第一 ，分 の と

の で 成 てお （ ），

で の で る 的

と， 曲の けに しい

とし と 的 で る

譜 Op.36-1 1-4

で し 第一 に 保

， 長調（ 調）に 調 る レ

で るの 通 で る ， の

保 し い（第 5-7 ） に

て ると る 調 ， で

分 つ分に てお 4)， 分

とに る ピ の る ，

第 の に いを ている

譜 Op.36-1 8-11

第 る と る

で る（ ） 第一 と

（ ）の で ， い
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を る 的で る

と の指 る の 指で ，

とに 分 の と て

いて い し い ， 心者に

く る の る

に アル ルティ・バ い てい

る と に， に て る

とに て い し い ， 的

に く と で る

で ， に 分 に

て る 第 曲の 部において

的 の い で る ， の

に 指をく る し

てい い ， 第一 と に

分 の に る で ，

としての く い バ ン

ている（第 12-15 ）

第 曲の 部において ， 要 に

分 てお ， つの の で る

分 の い ，曲 につ て

長く， い に て ている

し， 分 の に い

る く， 心者に しく く と で

る にとの る

Op.36-2 楽

Op.36-2 楽

調性・ 長調 分の

成

（22 ）

第一 （1-4）

第一 の 保（5-8）

第 （9-14）

第 の 保（15-19）

（20-22）

第 曲の第一 る（ ）

第 曲と く， に 分 の分 ，

に 分 を とい 成で

る の分 の第一 で

， 程の を る（

）

譜 Op.36-2 1-4

第一 の 保 ， て の

第 で ， 長調（ 調）に 調

る（第 5-8 ） る 分 に

る分 で ，一 の る と

に て を している

第 分 の る で

，アル と で る（ ） い

を い で ， 分

の第一 と 的で る

譜 Op.36-2 9-14

で ， ク を る に

て 保 ， の に る

で， 分 の る と分

ている に 分 の お

分 ている 第 1 曲と

で る し， の ク に る

第 曲に い てい い

第 し を て 保

（第 15-19 ）， で の

ン る（第 20-22

）

第 曲において ， に い ている要

第 曲と で ，一 に ，

に を いるとい のつけ 通し

ている 第 曲 している として ，

第 の 実 る レ

る とに て第 の

長 長く ， に 保 る

とに て， 部 に る い

の く ている ， で

分 ， ク を る ，

ク の お 分 とい

して る 第 曲で 分 お

分 の に て
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ている とと ると， に

的 く ている と る

Op.36-3 楽

第 曲 第一 の長 と る

の レ に て 成 てお ，第

曲お 第 曲 大 ている

（ ）

Op.36-3 楽

調性・ ハ長調 分の

成

（26 ）

第一 （a/1-4，b/5-8）

第一 の 保（b/9-12）

第 （a/13-15，b/16-17，

c/18-20）

第 の 保（c/21-23）

（24-26）

第 曲の第一 a と b の つの部分に分

ける と で る（ ）

譜 Op.36-3 1-8

a に る分 ， る ，

， 的 （ ンお ）とい

つの要 ている（第 1-4 ）

b の に る で る

に 分 に る ， 分

の レ に を している

（第 5-8 ）

，a で の く

く 保 てお ， の る

で る b で の 部に る と ，

a と 的に に の る ム

的で る の に ，b の 1 ク

い で 保 る（第 9-12 ）

通 で ， 保 るい 調に 調し

て る とで第 の調性

る ， で 調 ，ハ長調（ 調）の

とし に て る

第 長調（ 調）で る の

い 調に て， 中

と る とに て曲調 大 く る

に第 の に dolce の指 ，

第一 との性 の に ている

第 曲お 第 曲に い

で る（ ）

譜 6 Op.36-3 13-20

第 a，b，c の 3 つの部分に分ける

と で る a る と 的 に

る （第 13-15 ），b る

に る （第 16-17 ），c と

的 で 成 る分 に

る （第 18-20 ）で る の

，a と b で を 分 ，c

での の と ている

第 分 に る

く ている と 的で る ，

く，b の に 12 に て

る い ている ，第 におけ

る と の 程 ク に

る に， に る c で ，

の 程 ク と短 と （第 18

），第 曲，第 曲を でで

く る 5) い に て い

ている で， 的 で

の 曲 い

c を て 保 （第 21-23

）， 分 の ムに る

（第 24-26 ）で 部 る

第 曲 ，第 曲お 第 曲 の

大 ている し，第一 ，第
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と ， の一部の 保 ている

， 部 の長 26 と 的

で る

的に ， 的 の ，

の 曲 てい

る ， る ， つの

の性 の い 指 ている ， 楽的

の ている 的で る

Op.36-4 楽

曲の第 楽 において， の調

性で ているの 第 曲の で る ，

で ている 一の曲で る（ ）

し，第 曲の第 楽 長調， 分

の で ている ，曲 に て学

を に ， の調性， で る

Op.36-4 楽

調性・ 長調 分の

成

（30 ）

第一 （a/1-4，b/5-8）

第一 の 保（a/9-12，b/13-

17）

第 （18-22）

第 の 保（23-27）

（28-30）

第一 ，分 の a と

の b る で る（ ） 部

分的に ている の と， で

保 る に て に ，

の る とし と ている

譜 7 Op.36-4 1-8

お， の に い ている ク

を る ムル ・バ murky 

bass と ，クレメンティ 期作品におい

て で い で る 6） つのソナチ

ネ Op.36 において 第 曲を く ての第

楽 で， を保 る とし

て ている

a の に る とを いて

く で 保 る（第 9-12 ） い

て b ハ長調（ 調）に 調して 保 ，

ムを保 て る（第 13-14 ）

の ク の ，

で を保 し 的 を

る に る と に

， と レ 的

で る

b の 分 の に （第

15-16 ）， ン を て第

と く

譜 Op.36-4 18-22

第 ハ長調（ 調）の で る（

） に の い

ている 第一 a（分 ）と

第一 b（ ）と る要

で る ， る つの 分 に

分 の く ，第一 b と

通の ので る

， で 分 と 分 に

る長 の ン ン 的で

る 分 に fz ， ムの

調 ている 第一 と に， の

効 的に い て を 成している

， の に る とし

ての を ている

保で ， る

分 に る（第 23-27 ）

の 2 ク を る で ，

で で る の

ていく とに ， の

と ている（第 28-30 ）

の 曲との として ，中 と

の 代 効 的に い ている と
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る 第 曲の第一 b と の 保において

る で る ，第 曲で 第一

の a と b，第 と の 保で つの

い分け ている ル

ンのソナ において く い

る で ， とに る を し

ている

， として の を

る ている と 大

で る 的 における 部のバ ン

と， 部の に る 的 ，

楽曲にと ， ての の作品

の において 要 の一つで

る

Op.36-5 楽

第 曲の 大の ，

曲を通して い ている とで る

の指 曲の中で い Presto で ，

の る 楽で る

お， つのソナチネ Op.36 において，

分 るい 分 い

ている楽 の で る（ ）

Op.36

楽 で ， テン

で る と テン の い楽 で

る ， 分 に る と して い

る ， つの 分 に る の

中 で る

一 ， で テン の い楽 において，一

を 分 し 分 に る

， で 代し 楽 を通して る

に， と分 の の い

ている において ， の 的課

ている の に， る楽 で

的課 有 ている と ，「 的」に

で る にとのクレメンティの教育的

の の一つで ると る

第 曲の 部の 成 のとお で る

Op.36-5 楽

調性・ 長調 分の

成

（34 ）

第一 （a/1-4，b/5-8）

第一 の 保（a/9-12，b/13-

15）

第 （16-24）

（25-34）

第一 ア ク を で，

的 と 分 に る ム

的で る a 程，b 程の

中心と ている（ ）

譜 Op.36-5 1-8

に る分 で， 成

長調（ 調） 長調（ 調）の 的

で る くと に

て ている ， の に

して く で る

成 を に る分

， に る の 的

の一つで ， く「ソナチネ・アルバ

ム」に ているハ ン（Joseph Haydn, 

1732-1809）の ピアノソナ Hob.XVI/35 ，

ンの ピアノソナ Op.49-2 の

第 楽 に い ている

の ， の を して つの

作品 号 楽 お 号

Op.36-1 第 楽 3/4 Andante

Op.36-1 第 楽 3/8 Vivace

Op.36-2 第 楽 3/8 Allegro

Op.36-4 第 楽 2/4 Allegro vivace 

Op.36-5 第 楽 Presto

Op.36-5 第 楽 3/8 Allegretto moderato

Op.36-6 第 楽 6/8 Allegretto spiritoso
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を一つの で く と ， いテン で

に く の と る を

に て く ， の

で ける に の 要

で る

し 第一 ， ク

い で a 保 （第 9-12 ）， く b

の 保で 長調（ 調）に 調 る（第 13-15

）

第 で る の

と る 分 で ，

ク い て を ている

の に 代 る けで

く，第一 で 程と分 ，第

で 中心と ている において 第

一 との つけ ている（ 10）

い ク を る い

に てお ， 的に 第 曲に る

と る の部分で ，

ルと分 る とで に第

る

譜 10 Op.36-5 16-24

で ，第 と に，

， 分 の を る し，

における の で ，

ている（第 25-31 ）

る て い る で る ，

程の を 第一 b と し

ている の ク い で

， の分 に

代し，第一 a と 的 に て

部 る（第 32-34 ）

の 曲との で ，

ている とと， いテン （Presto） 指

ている と， ， を ， を

る る と 新しい

に，第 曲 第 曲 での ，

ン に る るい

の短い レ で るのに し，第 曲で

に新 い ，10 に

大 ている と 大 で る

の 実 ， の大 ソナ

に る の一つで ，第 曲 学 者

にソナチネ ソナ の の を

る 要 楽曲で ると る

Op.36-6 楽

第 曲の 部 38 で ， 第

曲の第 楽 の長 と で る（ ）

Op.36-6 楽

調性・ 長調 分の

成

（38 ）

第一 （a/1-4，b/5-8）

第一 の 保（b/9-11）

（12-22）

第 （23-26）

第 の 保（27-29）

（30-38）

第 曲の第一 ，a と b

の に分ける と で る（ 11）

a 的 に るア ク 第

の 程の と，10 に

て る 分 の分 に ，

の 的 を で， る で

る（第 1-4 ） 第 ， 分

に ている とに ―

の ク の と ， の

の （ ― ）と を している ，第

に 10 程の てお ，

を く ている 的で る

譜 11 Op.36-6 1-8
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の アル ルティ・バ で る 第

曲に い ている で る ，第 曲

で で ， 成 の る分

を して く い とに し，第 曲

で 分 く している

学 者 にと て 的 実 し

い で る

b に の 的 の ，

る 程を に 大 で い て

いる（第 5-6 ） レ で る 分

の分 ， の に る

で第一 る（第 5-8 ）

いて の 保 る る

程 分 に る に

， 長調（ 調）の で る（第 9-11

） 保 調に 調 に るの 第

曲に で る 調の に

し ， る ， 保

における b に短 ている

譜 12 Op.36-6 12-14

長調の

， ク を る で保

る で， 長調の

る第 12-15

（ 12）， ル ナン

（ 調の ）を て 長調（ 調）に 調

る第 16-19 ， 的 と に

て 長調（ 調） ， で る

第 20-22 の つの部分 る

の に ， 長調（ 調）で第

る（ 13）

譜 13 Op.36-6 23-26

第 ， の長い に て 成

ている と， ている と

的 い 第一 と 的で る ン

ンと fz に て 調

の 程の に 心 る

を る で ， 保

ている（第 23-26 ）

第 に 保 ， 長調（ 調）

で る（第 27-29 ）

第 曲に ，第 曲において に新

しい い ている の

， 分 で を る

で る 第一 お において

ている お 的 と る

新しい で ，第 の の

で る で 分 の

，一 の を保 している（第 30-32

） 第 曲の第 における と

で ， 一 している

に， く レ でバ ク で

る 通で る（第 32-34 ）

の新しい で る （第 30-33

） ， を 短 で

（第 34-36 ）， の ン に て

部 る（第 37-38 ）

第 曲に 第一 と第 を る

てお ，第 曲 にソ

ナ としての 成の 実 ている ，

第一 と第 に を る とし

て， での の に をつ

ける とと， と る の を て

レ の に をつける と ，第 曲

に いて第 曲で 効 的に てい

る

に に ， 分 に る分 と，

ク るい の を

る の に， 分 と 分 に る

と， に 分 ， に 分

， と

的で る の との の

とに て の ている

成の 実に て， る ，

ムの に とに ，第

曲 ソナ に る と を 作品

と ている
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つのソナチネ Op.36 曲の第 楽

部について，ソナ としての 成と，

的課 との に して分析を

的課 について ，曲を とに い

を要 る 長く， い

に て い る

， 曲における 的 の長

と について と ので る「 長

における 」と ， 曲における

短い の ， く して

る における の で （

を に る のと る）7)，

と分 について ， 7 の

程に て を てい い

で い ている で る

Op.36 楽

つ 1 ク を で る

的課 の「 的」 の

る を で

い ている第 曲に し，第 曲で 分

の分 ， ク を 程

の を る ， 分 ， 分 ，

分 に る ク ， の

に ている る ，

と ている

成の で ，ソナ の導 としての

成の楽曲 ， の大 ソナ に

通 る 実し 成で 楽曲 で，

曲 「 的」に る と

ている

第 1 曲 ， つの の と 調での

とい 部の 造の ，15 とい

で と ている 学 者に ， つの

的 とい ソナ における

要 要 について る とと， 調と 調

とい 調の に る と 期 て

いる

第 曲で 第 に 保 ，

のと 成に る 第 の 保に

の い い ，

の ている

第 曲 第一 の レ

る に 大 ，「ソナチネ」 「ソナ

」 の の を る

第 曲で 第一 の 保 調で る

調 の しの 調と， 号（dolce）

に る指 に ， つの の性 の

効 的に ている

第 曲 第 楽 において 一の

の調性 つ で てお ， に

る の いを し と 要

ている を る で

ル ンのソナ にお

いて い てお ， の を る

と 作品 の と に 通 る

要 課 で る

第 曲で に新しい い ，

号

Op.36-1 12-15 25 2 0 2 0

Op.36-2 18-22 29 1 5 2 1 的

Op.36-3 22-24 31 3 2 1 4
的

Op.36-4 15-16 24 2 0 3 0
的

Op.36-5 16-24 97 0 5 3* 1

Op.36-6 34-37 49 6 7 4 1
的

の の
的

長 における に る の に る分 の



─ 129 ─

M.クレメンティ《 6つのソナチネ》Op.36についての一考察

―11―

と レ る 部にお

いて る ，第一 の と

保，第 の と と る

の 実 の ソナ の の一つで

，第 曲において「ソナチネ」 「ソナ 」

の に でいる

第 曲 の 実に て，第一 と

第 の に の レ る

ている 部において，第一

の と 保， ，第 の と 保，

分の長 を つ 造と

てお ， 一 「ソナチネ」 「ソナ

」 と い と る

の に 曲の と の 成を分析し

る と ， の 楽曲の学 において

要で る

学 者にと て 的 しく く と で

る楽曲 ， を し， の

の ，楽曲分析に る を に

る を て と で る

つのソナチネ Op.36 の 曲を にお

いて る と 的 の しい

，指導において ， の で く分析

的 の 要で るとい を学 者

と 有し で， の大 ソナ を

る の一つの 程で る とを して，

有 学 で る に い

注

1) 保田 一（ 2005）「ム ィ ・クレメンティの

作品 に る考察」『 学 大学紀要

・ 学 』 57，p.2.

2) 第 曲と第 曲 ， と第 ， ，

分の ，第 ， 分の 第 曲

と第 ， 分の ，第 ， ，

分の と ている

3)Clementi, M. (1801) Introduction to the Art 

of Playing the Pianoforte, Op.42. Clementi 

& Co., p.13.

4) レ の通 に ， 保

の 考 る（ 者に る 作）

実 の作品（ 第 楽 第 ）との

楽的 いの で る

5) 曲の第 楽 において， の 程

く るの 第 曲の第 73 で ，

ク と に る

6) ンティン ，レ ン（ 1993）『クレメンティ

と 楽』 効 ， 楽 p.19.

7) ル について ， の短い

に分 して る のとして

，第 曲の における 分 分

分，第 曲の における 分

12 分で る
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